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１．実施規模 
設置６学部の全学部・大学院で実施 
※文学部、農学部、工学部、経営学部、教育学部、芸術学部、大学院 
※科目数：858 科目 
※受講学生数：32,460 名（延べ） 

 

２．授業での位置付け 
 講義資料による事前学習、授業毎回の到達度確認テスト、

教員による相談助言、学生のディスカッション、ワークグル

ープによる協調学習、到達度に応じて取り組む発展学習など、

対面授業だけでは行き届かない学習指導を全学共通のプラ

ットフォーム（Blackboard@Tamagawa）を用いて実施している。 
 

３．代表的な授業科目での活用状況 
 『情報システム演習』では、企業における情報システム導入の意義を理解させることを目的に、ｅ

ラーニング上で、①授業計画の明示、②学習目標、講義資料などの掲載、③アナウンス機能を用いた

課題学習などの指示を行

っている。また、④アン

ケート機能を用いた学生

の意見の収集、⑤テスト

機能を利用した理解度の

把握を行い、リアルタイ

ムで学生の反応を踏まえ、

授業設計の改善にフィー

ドバックしている。 
 授業では、学生グルー

プによる経営シミュレー

ションを行い、その上で、

グループ単位のディスカ

ッションを行っている。ディスカッションは、ディ

スカッションボード(BBS)、ファイル交換、電子メー

ル機能を活用して行う。ディスカッションの後、グ

 玉川大学では、学生の自主性を引き出し、授業を活性化するための対策として、１０年前からｅラーニン

グの研究と実践を行っている。１８年度現在、４割以上の授業で対面授業を補完し、教育の高度化を図るた

め、学生の到達度に応じた学習指導を全学共通のプラットフォームを用いてブレンディッド･ラーニング（ｅ

エデュケーション）を実施している。実施体制で特徴的なことは、教員が主体的に継続してｅラーニングを

活用できるよう、メディア教育推進室が教員一人ひとりの授業改善の実現に向け支援している。 

ｅラーニング実施モデル 

（グループ学習課題） 



ループ全体の発表会を行い、その様子を録画してｅ

ラーニングシステムに掲載している。これにより、

学生相互での参照が可能となり、客観的な視点から

問題点を確認できるなどの効果をあげている。 
 

４．大学の支援体制・支援内容 
 メディア教育推進室が中心となり、教員、学生向

けの支援を行っている。教員向けの支援としては、

春秋の学期前３週間程度の期間にシステム活用に関する講習会を開催する他、教員個々の要望に応じて

動画像コンテンツなどの教材作成から授業シナリオへのアドバイスまで、授業設計・実施全般に亘る支

援を実施している。支援に際しての基本姿勢として、ｅラーニングの活用は教員が主体的に実施するこ

とを前提としており、教員が理想とする授業をヒヤリングした上で実現の方策を検討し、無理なく継続

できることを念頭にサポートしている。学生向けの支援としては、Blackboard@Tamagawa 操作講習

会、情報リテラシー基礎講習会、MyPC 無線 LAN 接続講習会など通年にわたり開催するとともに、IT
サポートデスク（相談窓口）を常設している。 
 ｅラーニングが全学的に効果を発揮するためには、教員のコンセンサスを形成することが最も重要で

あるため、未だ活用していない教員へのアプローチとして、活用事例、授業効果、学生アンケート報告

などをニュースレターとして年４回配信している。 
 

５．ｅラーニングの活用効果 
① 学生個々の学力が向上し、授業全体のレベル向上につながっている。 
② ディスカッション機能による課題学習は、学生が相互に意見・成果を常に確認できることから学

習意欲を喚起しコミュニケーションが活性化している。 
③ 対面授業の手の届かな

い部分をカバーしており、

相乗作用によって「教育の

高度化」に寄与している。 
 

６．今後の課題 
 学生ポータル機能を追加

して、授業スケジュールと

行事予定などが統合された

カレンダー、受講科目から

のアナウンス、大学から個

人への連絡・呼び出しなど、

個々の学生にカスタマイズ

された情報を提供し、学生

一人ひとりへのきめ細かな

学習指導をさらに充実する

ことにしている。 
 

《問合せ先》 
玉川大学 ｅエデュケーションセンター メディア教育推進室 
Tel：042-739-8819 bbhelp@tamagawa.ac.jp 


